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緒　言

　 ア レ ル ギ ・一性 疾患 の 治 療 1二ば，薬剤 を 用 い る 楽物療法

と，特異 的 あ る い は 非特異的技原 の 注射 に よ る い わ ＠ る

免疫療法 な ど，多 くの 治療法 が 考案 され て い る ，後者 は

0 芝to り
（1907） に よ ワ 発見 さ ね た減（脱）感作現象の 応 用

で あ る．

　Isaacs2、（王928） は 2 つ の 異なつ た 抗原抗体 系 の ア ン

．・レギ ー
反応が続 い て 起 こ つ た 場 合 ，先 に 起 こ つ た 系の 反

応 に よ つ て 、他 方が い わ ゆ る 減（脱）感作 の 状態 と な る

こ とを 述べ て い る．また Ovary ヨ〉
（正g58＞ は モ ル ・ き

ッ ト

の 背 中に 2 種類 の 抗 傑 清 を 混合 して 皮内注身旦．，5時 陛

後 に 一方 の 抗 原 液を 静 脈内 に 注射 して ？CA 反 応 を 起 こ

し，そ の 1 時間後 に 他方 の 抗原 液 と色素を静脈 内 に 注射

した 場合，先 に 起 こ し た PCA 反応 に よ つ て 黌 iこ 起 き る

べ ぎ他 の 系 の PCA 反応 が 抑制さ れ た と報告し て い る。

　先 に著者
咽，

（1979） ら は ， Corynebafterium　egui 　Ko−85

株 よ 1｝抽出 し た 蛋 白質 を 主 成分 とす る CP 分 画 で 感作 し

た モ tJ：tモ ノ トを用い
，
　 CP 分画 の 皮内お よ び静脈内注射

，こ よ　i♪起 こ る　　Arthus 　反応薯尋 よ び　　Intent　s｝
’
stemi じ　ana 匚

pliy】actic 　 reaction 　lこ よ り，BSA 系 の PCA 反応 が 抑輩

され る こ と を 報告 し≠こ，

　今回 著者 ば，結核菌青山 B 株 と C ・eg ＃i　Ko −85株 との

間 に 共通抗原性
s｝

（19SO） の あ る こ と に 注 B し， 結接

Abbrev 董at 監o 皿 s ：　BSA 　　bovine　seTum 　albumin ；

CP 　 （二卯 丿厚eba ‘teritlne　 egui 　 Ko ・85　prote 三111　 PCA

passjve　 cutane 。us 　 anaphylax 量s ；DNP −OA 　 djn三tr。−

phenylated　ova 工bumin； IgE 　　immunoglobu ］in　E

死菌青山 B 株感 1乍モ ル モ
ッ 1一に CP 分画を抗原 と し て投

与 して A 眞hus 反応 お よび ］atent 　 systemlc 　 ananphy 】actic

reactlon を 起 こ さ せ る こ と に よ り，　 BSA 系 の PCA 反応

が 抑調 され る こ とを見出 し た の で ，そ の 結果 に つ い て 報

告す る，

材料 お よ び 力 法

　 正，CP 分画 抗原作製法

　0・幽 lKo ・85 株の 湿菌 509 を 生理 食塩液 で 洗浄 して

培地 成分 を 除 き，ガ ラ ス 粒（O、1mm ）30g とO．  1N　NaOH

液 20m1 を 那 え ，　 Vivregen　 cell 　 rniU （BtLhler 製，

VCM −1） に て 5 時間磨砕 し t，二， 磨砕後，　さ ら に 0・OIN

NaOH 液 IOOOml を 加 え ，　 4 − 6℃ に 48時 聞 放 置 後 ，ガ

ラ ス 粉 を取 1冫除 い た 上清を 20000G で 10分間遠心 し て 菌

捧破壊成 分を 取 り除 い た， そ の 上清 に 1NHCI 液 を加

え ，等電点 pH 　4．0 で 沈殿 を起 こ さ せ
，

4 − 6 ℃ で
一

昼

夜放置後 遠 心 し て 上清を 除 き， 沈毀物を 蒸留水 iこ 浮遊

さ せ 、 IN　NaOH 液な濃下 廴 で ． 弱 い ア ；t カ 1尹性 （pH

7・2） と して 沈鬣 物 を 溶 か L ，不 溶物 は 遠 心 除去 し た．

こ の 力法 を 3 回 繰 り返 し た後， 上 清を 透析膜 （seamless

ceLlulose 　tublng ） で 水 道水 に 対 して 48時問透新後 ， 凍結

乾爍を行 い 123emg の CP 分画を得 た ，

　 皿，誼 BSA ウサ ギ 血 清 の 作製

　1）　免疫方法 ；bovine　 serum 　 albumin 〔（BSA ）Arm 。 ur

社製〕 水溶液 （10mg ／ml ） と 1驚硫酸 ア ル ミ ニ ウ ム カ i’

ウ ム 液を等量混台
一
し ，

猶 NaOH で pH 　72 に 調整 した

N 工工
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178 満 咳菌 と Cor；yne／Juctetiuln の 涛 逢抗 県 ÷† 二 よ る BSA 系 peA 反 応 っ 揮 律、

液を， 1吏用 時 1こ 滋 菌手弛 食
．「

求 で L；倍 、 1’・す t −・：：r・亜．
3kg の 建康 雄 ウ 牽 ギ に 注 与1 した，初 回 1・Oml ．、．．ti内，

3 日 目 1．5ml 静賑 霆，5 日 目 2．Oml　r軌
一

・
：，711　A　2・5

m1 静脈内， 10 目 日 3．Om 廴 腹腔内，12 目 A3 ．5ml 静孫

内．14日 日 4．〔｝m1   験内，三70 目 4・5ml 陌 助零．欝 目

目 ／7）、O］n1 諦茨 内 に 　射 ミ．．， 27日 1二 奈勹 　 L ℃．
剣
÷巨

：

を通 1ンぐ溶 液 靴 製 　毎忌始 あ ご岩
’
F し，活釈 、よ淑 鶏 ：i ｝

〔

塩水 を使用 し た．

　2：、 E 体 麻 の iE− ：
幽

ン 昌 ソ 醍
P．
三鼻 一　

．．
：叛 ぢ  

（Sta、
．itsky変法）

の
を 用 い ．て

甲
ごL 艶 ．

　 i堊，拳占核菌青 lljB｝；こ よ る．．
コ 〆 七

、
ト
’け

フ

　 体重 250−30〔膣 の Hartley 系健 ドモ雄 モ ノー、．
〆

ト に ， 三

生省主物学的製蕉基準 　」．．五 誤 つ て ．占t 死菌青自 B 株
→a．

休琶 缶 七パ ラ フ
ィ

ソ に 混 ぼ し 二〇・lmg ！ml の 汚 廻 寝 と

し，両猟大饕筋 勾内 に 0 ．25ml ず つ 注射 しナ
ー． 6 返

’「
：後

に PPD （日木 BCG ） の 2μ9！rn1 お よ び 0・5“L9 ．Sml の 各

0 ．lm1 を ，こ れ ら の
∫ レモ ッ ：

・の 尸 毛 し 滑 ゴ
「
｛；の ！静 こ

・こ

生 鋒1・し，2・茎葺間後 の 硬結 4 巳 ｛王．、　PPD 　2μ91m1 ¢ t：：L・一

で 14−19mm で あ f），　 PPD 口・5μglml 、一よ る 反応 の 直

径 か PPD 尠 9麺 玉 に よ る 直径 よ t； も 4mm 以 上 小 さ 1

貯 ，そ れ ら を．暫作 の 成立 し た モ ル モ
ッ ト と し ）  ．

　 “
：．　PCA 反亀；

　 ユ冫 ．起験動鞠 ：体 準 25 臼一tU1〕9 の HaTtlE・y 系、鮭 爿 雄

モ ル モ ソ トの 背部 の 毛 を 刈 り取 つ て 実設 し た ．

　2）　ξ忙∫ヲ ： BSA ｝
’tt
夜　（2・5niq・m1 ）　を 訂〔i歪〔と して 　　．1｝

した．

　の　色素 ： 1 ク6Evalls　blue 溘ド　使 用 L た，

　4）　PCA 反応 こ よ る抗
∫
季価 の 淵 宇 ：予備 実験 と して

Ovar ｝
・T ）

の F シ に 従 つ て ， ！　BSA ウ サ ギ 血 清 を 1 ：

5 1⊃， ］ ： 1001〕， 三 ： 2こ｝Clcx，　1 ： 3CIOt〕，　1 ： 4COO， 1 ：

50（IU 倍 に 希釈 し，そ の お の ナ
・

）を モ ル 七 ご
・｝
・
の 鷲 菩 曳 内

，二 〇．1rn1ず つ き射 し， 4 瞬 E後に 2 ・5mg 加 l　BSA 溶液

0 ．5ml と 1 ％ Evans 　blLie溶漉O ・5m1 を 上 く1呈合 1 ｛−
p＃

静訴，i緊 二注 歩
’．
し、： 、分鉄 心 獄 士 ＿1 こ 』

．
1．1 全 1「

”
・・：，

皮膚
．
を にζく　； し

『．
，　t　BSA 　．JtF

ニ
ー
r　色茸

・
于ξ＿＿　．

．一

・」づ老 しナこ，

　そ の 結果，　1 ； さUり［口 方 乳
『
て一’IOx 三，Omm 〃 色 一斑 を 示

した の で，Arthus反1；に よ る PCA 捷皰1の 舜捌実監 に は

抗 BSA 血 清 1 ： 50G借 淆惹 ・・｛を 氏 澪 し’1atent　systemic

anaphylactic 　 reaction 　 iこ よ る PCA 反応 山 搾擬実験 に け

1　： 500．　　1　： …0〔｝fO，，　 ］　：2000 ，　　1　；300〔b，　　1　： H ”「】〔一】，

1　： 50〔｝｛〕磨 蓐毛
．
髦賢、4｝t　BSA 　＿＿亠：青τべtr

’
vな 　．一．しナニ．

　 丶
ア，　　ATthl■s　反．〕　　

ゴ
　よ　　　、　1，CA 　　ft　「　　’LZ蔀，　tt＿」

　重瓦　BSA ＋ 一
　二で上三iゴを L　： or．〔】，It

．
｛＿if蓼il＿，　，ご

r．　0，1rn1

を ：ji＿e
’．濡核歹［L ゴ目 ll亅B 靺惑 ［ケモ ∴ そ

ッ ト　（以
』
卜結毛亥菌

感 r 一ん モ
ツ

1・） ．乃 背 q ，1の 右 側 2 毬 所 ，左側 1 徴 所 の K

内に 注 勧 した ．2rL ．　F− 　，Z 左官 つ よ び 名 側上音、の 虹 BSA

ウ
．
：？．1 「虹：言注 射 部 L ・寧 1可心 か   ，　 ド ド左右 1cm 閭 品 の

・1　　　 二、　5【〕印．璽 ノm 垂　『： る ：▼．
1
　 1nlglml の 　CP 分 矼二f　　

．

監丿　@一　 　11　1　1　@　−　　@　　’　二卩　’h　　　　　　　；tl／；　二　　1一　　　身　　　；　　ミ　　　　　1こ　．　@　　@こ「 　　ρ冫　@亨　こ　　
　
　
2
　　　I 　　．　1　聾　　後　　　　　

　二　上， 　IF　ヨ京　液 （BSA 　LI ． 5nlcrirnl ）u．5mlと 1 彡 6　Evar
　blu 已浴液 1 ）・5ml 」 鱒≧よく：

t
層 ． ．．，i 憂瑞静ア

こ内；ご ’

し
i ．

：．
3
｛ ｝分 一餐： 二   墳

＋↓二 よ1 ’全採 ： 1 して，

膚
ナ ご

：ミ
〈 離 1 ， て ，抗

BSA1 射
烏
一
’ の 色； 轡 つ疑梓 幽・径 乳 ，

．「
尸1」（nコrn ）、こついて

乱 f 　　
、

乏
止
ヒ虻 塗 計　 1 ／；二。 　毫素ザ ー J

’ 1 一 噌 疋 の

竜：方三は下， i’ ＝ よ1 ノ計聴1甑． 　 　　　 　　 　l 　

E齣fbl・i ・gl ・
・i°・ ・°

f

丶　　t ・J・｛・

蝋 ・ 一 ． 1 溜 竃 膿s｝畧・・1 − ，卜・。。 　
　　　　　　 　　　　　upt

ated− Site　　　　　　　　 　　〆 　II．　lafeht さy 玉 tem ． c　anaphyia

ic 　reac

on 　lこよ るP 〈  、 へ 応 一 ff’i 　摘 工 15Aウ 　 荊 IL 弓…を1

50C ；C，， 1 ：10〔珀， 1 ： 200臼， 1 ： 3000 ， 工 ；

00，1： 5003 儕；こ
希
釈 し ，

崙希釈液 ・ L ）・ hnl を

咳菌匸狩’ モル 『 ， ．ト の背部 に皮内 注射した． 4時門致にCP 分轟

液（1mglml）  ・25ml，　BSA灘｝芝 （2 、5r エ1呂ノnil ）　 G．5！エユL　！ g6　

ans 　 blue 　 溶 液O ． J「 n コ 1 　を　　L とよく磊台して（い ず

の‡ 　 も anaphylactic 　 shock が 弖 き

い程度 の呈）後 肢 静
脈
内に止射 し た． 3〔｝分後に心 ま一r ．，狂

こ
よ． ・，

全採血して 三 ヒ 響 ≡を蔓ま く 離
し
，て，　 二 「 − BSA

；圭 射 乃 所 の包 玄 ∫＿ こ つ いて一＿ と 興
梼こ判 定 し 雨 ．

　 また こ の 方法の丿 炉 で は 対 照
実 験 を 同一簿 物 に 求 め ら

れ ｛ い の
で
，瑞核 蘇 感作 モ ル モ ッ ト と非

作モ ルモ ノ ト を使塀し ． て ， 次 の3 群をヌ 環と した，

@ ℃
1君の

刻門 に！ ，ぜ 押モルモ ッ ト を

　
ら い ，猫 BS ・ A

Eナ t“t『抑
各
兼釈液o．1ml を日舶に皮内洋身1してか 冫） ，　　4哨」　　 ．負；こ　Bt

　 溶
液　（2．5m9 ／nnl ）　 （1・5ml　 と　 L タ 6L 、． clltS　blue一 乍 叢［i・5

l と 泣 蒲”： ＝
「「

窪 窺ll 　l
．
1・ 2

nl − ； ， 　 i 今 1を
鋒

肢
  1P ド

内
： こ ；

」瘍1 ，ゐ．

@第3 背
の

マ ℃ に ほ
、V ・＝什 モ ，〈t’ノ ド・ t ’ i ． ・， 竺

SA
ウ亠ギ血済し「〉  ｝子手

夜
  ・lml 　背部に皮内注」し ．匸力・ら，　4　　 凝

…

；．二CP分  画1容液　（ 1n隼 ！ml）　（〉 ・2Eiml ， BSA　溶 1麦　（2 ．

g ∫ mL）　 O ， 5ml 　 およ〔メェ 簿 　 Ex・ans

b 上 ue 溶 空 0 ．5ml を 混 台 して 後 肢 静 脈内に注射1

・
た
． 　

第3 群の髯 照 にも非葱 乍 モ ル
モ

ヅ トをもちい， ／ 　 B

・ ラー f1 一者の各お繰 液O ，］mlを荏 岬によ 内tr一厂して か 　　

＃　憂
　
．　 BSA 溶 液 （ 2 ． 5rnglm1 ）　0 ． 5ml ｝ 　
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Evans 　blue溶液 0・5ml と滅 困 生理 食塩水 O・25血1 の 混

合液を 後肢静脈内 に 注射 した ．

　上記 3群 とも，3Q分後 に 心 臓 穿刺 に よ り全採 1重Lし て ，

皮 膚を は く離 し て 色素斑 に つ い て 判定 し た．

Table 　 l　 Effects。f　 skin 　 reacti 。 ns 　eSicited 　by

　　CPa 　 on ？CA 　 reactionsb 　in　 gumea 　 plgs

Groups　 of

animals

成　績

　 1．CP 分 画 で起 きる Arthus反 応 に よ る PCA 反応 の

抑制

　方法 の 項 で 述べ た V の 方法 で 判定す る と，
Table　 1

，

お よび Fig ．11c示す よ うに
，
　 CP 分画溶液 100μ9 で 惹

起 し た Arthus反応 に よ り，PCA 反応は 対照 と比較 して

80 −99％抑制され た ．

　CP 分画溶液 50μ9 で惹起 し た ．Arthus 反応 に よ る抑

制効果 は， 6　−42％ と非 諮に ひ ら き があつ た が，　 1 例 に

42％ の 抑制効果 が 認 め られ た こ とは， CP 分画 50μ9 で

もある程度 抑制する もの と考え られ た．

　非感作 モ ル モ ッ トを もちい て の ，CP
’
分画 に よ る皮膚

反応は み られな か つ た．

　 且．CP 分画 で 起き る latent　systemic 　anaphylactic

reaction に よ る PCA 反 応 の 抑制

　 方法 の 項 で 述べ た W の方法 で 判定す る と ，
Table　2・

Fig．2 お よ び Fig．3 に 示す よ うに ，
　 PCA 反 応 の 青色斑

が直径 5mm 以上 を 示 し た の は ， 対 照群 で は抗 BSA ウ

…
CP
騫

c ‘ed

搬 儲 琴。
9f

M ．tueerculosi5
sensitized

unsensitized

1

2

3

4

5

6

100501GO5010050OOOOOO

O505051
　

　

1
　

　

1

F 02629684829

0794541

a ： Aqueous　solution 　 of σ．　egori　strain 　Ko甲85．

b ： The
』

reaction 　was 　elicited 　by　玉ntracutaneous

　 injeetions　of 　1 ：500　diluted　anti −BSA 　rabbit

　 serum 　followed　by　chal 亙enge 　 w1th 　 BSA ．

C　：

％ 欝 一（1 −tt／
e

s

a

；，it？1，
，

iln，i，欝翻・ 1・・

サ ギ血清 500倍希釈 か ら 4000倍 お よび 5000倍希釈ま で で

あつ た．

　結核菌感作モ ル モ
ッ

ト群 に BSA 溶液 （2・5mg ／ml ）O・5

黐醜 靆
糶覊 難
F玉9．1． Effect・ ・ f ・ki・ ・ c ・ cti …

』
・f・A ・th・ ・ typ ・ i・d・ ced 　by　CP 　f・act 最・ n ・f　 O・姻

strain 　Ko ・85
，
0n 　the 　PCA 　reactions 　 elicited 　by 　BSA −anti −BSA 　system ．
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Tab玉e　2　Effects　Qf 玉a 仁ent 　 systemci 　anaphy 正actic

　 reac 亡ions　on 　PCA 　reactions 　in　guinea　pigsa

Groups 　 of

animals

M ．彦uberCttlosis

sensitized

unsensitized

1234

門
O

ρ
0

Challenged　with

789012　

　

　

ヱ
　

ー
　

1

BSA 十 CP

BSA 十 CP

BSA 十 CP
BSA 　 onlv

BSA 　Qnly

BSA 　 only

BSA 十 CP

BSA 十 CP

BSA 十 CP

BSA 　 only

BSA 　 only

BSA 　 only

PCA 　titcrb

50010001GOO40eo5000500040004000500040001000500

〔〕

a ： ノ槻
「
・t麗ber‘ulosis 　sensitized 　and 　unsensitized 　gui−

　 nea 　pigs　were 　 injected　id．with 　different　dilutions

　 of 　anti −BSA 　 serum ．　 After　 4　 hr
，
　 these 　 animals

　 were 　 challenged 　 iv．　with 　 L25 夏ng 　 of 　BSA 　 mixed

　 with 　or 　 without 　CP ．

b ：PCA 　titer　was 　 expre 昌sed 　as 　tlle　reciproca 歪of　the

　 highest　dilution　of 　the　serum 　 resu 孟ting 　in　a　rea ”

　 ction 　 of 　 5　mm 　 in　 diameter，

　 Fig・2．　Effeα s　of 　systelnic 　CP 髄anti 鬯M ．　tuber−

culosis 　 reactions 　 on 　 the　 PCA 　reactions 　 el 量c 呈ted 　hy
BSA −anti −BSA 　system ．　Guinea 　 pigs　 sensitized 　 with

M ・tuberculesis　 were 　chaHe1 ユged　 with 　 a 　 mixture

of 　 CP 　 and 　 BSA ．

遡鬱
　 　 vatmt 　　

ttt
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　 け

糶覊
　 Fig．3．　 Effects　 of 　 systemic 　CP −anti −M 。　tuber −

culosis 　 reactions 　 on 　 the 　 PCA 　reactions 　 clicited 　by
BSA −anti −BSA 　system ．　 Guinea 　pigs　sensitized 　with

M ．tubercutosis　were 　cl｝aUenged 　 wi 篭h　BSA 　only ．

ml
，
　 CP 分画溶液 （lmg ！ml ）0・25m1 お よ び ユ％ Evans

blue溶液 0・5ml を混合 し ，後肢静脈内注射 し た 君fで は ，

青色斑が 5mm 以 上 を 示 した の は，抗 BSA ウ サ ギ 血清

500 倍希釈 と1000倍希釈 ま で で あ り，PCA 反応が抑制さ

れ て い た、

　上 記 の 成績 よ り ， 動物 の 個体差 は あ る が ， PCA 反応

が Iatent　 systcmic 　 anaphylactic 　 reactien に よ り抑制 さ

れ る事実力 わ か つ L ．

考察 お よ び 結語

　OttQ1｝ （19｛〕6） に よ り 減（脱）感作堤象 が 発見 さ れ て 以

来 ，こ の 減（脱）感作瘠法 に つ い て 多 く の 研究報 告 が あ

る。

　Isaacs2） （1928） は ， 2 つ の 異な つ た系 の ア ナ フ a ラ

キ シ ー反応を 起 こ す こ とに よ り，一方 の 反 1し1が 減 （脱）

感作を 曳 げ て 抑制 され る こ とを 記
．
載 して い る． Ovary3 ｝

も，2 種類 の 系 の PCA 反応 を 用 い て ，モ ル モ
ッ ト の 背

部 の 同 じ場所 で 時 間的 に ず ら し て PCA 反応を 行つ た 場

合 に，先 に 起 こ し た PCA 反応 の 強さ に よ り後 に 起き る

PCA 反 応 が 抑制 さ れ る と報告 し て い る ．

　ま た Cookc8 ）
らは ， 枯草熱患者お よび 正 常者を ブ タ ク
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・
声 花t；s　c・．・　im．，　1］G物 丶 ．

’
レ ノL・ゲ ン ） で 頭 回 に 怒 1乍す る と・皮

喪鴎 性 甑 い が受身移 入 され た レ ア ギ ソ とゴ 轍 原 と

の 結 自を阻 止す る ど
’
”i： blocking　antib 。dy

＼二断扛 体）を

見 つ け アこ と報告 しナふ

　白坂
9 ）

（1966） li　；　 ブ タ ク サ 花粉 ，ユi思者 の 血 精 よ e．〕，

、
・ 時 型 ア レ ル ギ ー

に 謁与 し
一
⊂ い る 免疫 グ ・ ブ 1： ソ E

（lgE ）を 発見 し 窪 ， そ 乙 で ire脱）感作療法 に お い て

寸　遮断抗体 の 鑑 生 の み で な く，王gE 抗体 葭 」一を櫛叡す

る こ と に 意義あ り との 考え 方が出 て い る
量゜ 冫．足 立 らは 、

一
， ウ ス に di・it・・ph ・ny1 ・t・d … 1b・ min （D！　P−OA ）を勸 1

穿 る と，抗 DN ？−OA 　IgE 軌 体を 産 」
’
す る L一と を 季i｝用 し

そ，鯉 磁   ， 陸 辭 し鱗 ・ ，　 c ・・… b… er ・・ m

99 ・iK ・ −85 株疆体 を 技与す る こ 担 こ よ り lgE 抗体幽

な 抑制 1 た こ と こ ，ラ ッ ：の PCA 反応を 年1い て 確
一
．し

一
こ：い る．

　先 こ 著者らは ， C ・egut 　Ko −85 株 よ り抽 出 し癒 CP 分

画 で 感 fトし た モ ル モ 舜 ｝こ ，CP 分画 の 50＃　g．　，
1uo槐 お

．、び 25UPtg を 皮 内あ るい は 瀞 脈 内注 射 す を こ とに ょ 』

赴 こ る A ・thus反応 お よ び 1・t・ nt 　 sy ・t・mi ・ an ・phy】・・ti・

rcactiGn 　
T 乙 よつ て ，　 BSA 系 の PCA 反応 が 抑鴇 さ れ た こ

とを 報告
・
した ．

　 ま た 者者
5 ）
は ，結レ菌青山 B 昧と 0 ・egui 　Ko ・S5株 と

の 間 二 ，遅運型 ア レ ル ギ ー
反 応 で 共 通 抗 原 ｛当 の あ 」 こ と

を 報告 して 1−・tる．今 回 ，結核葛蒋作 モ ル モ ソ トに 大量 ¢ ｝

ep 分 画を 皮内注景す る こ と に よ り，耳
4
い 局 ：．、の 発赤 と

凵 状 「」 血が 現 れ る 即時型反応 を 観転 し た ．こ の こ とは ，

CP 分 融 こ は 遅 延 型反 　を 起 こ す 1 軍性 と貫 隣 岸仄広 を

起 こ す抗捺姓 の 2 種類 の 面が あ る こ とを 示 す も の て あ ろ

　う，

　 今LZ9 よ．　 ep 分画 で 起 き冫・・“Lrthus 娩 と lat・ nt

s＞
’
s・・ mi … aphylac ・1・ ・eacti 。 1・ ｛・ よ つ て BSA 系 の PCA

反応 が 抑 制 さ れ る こ とを 知 つ た．こ ポ ミ，刻 応 す る 抗旅

に よ 髦、 Arthus 反応 お よ び Iatent　sys しemic 　anaphylactic

reactlen で な 二と も ，共 通も一原竺 を もつ た 抗原 に よ つ て

起き る A ・th・・ 反応 お よ び 1・ t ・ nt ・ystemi・ anaphylactic

・e ・ ctie ・・ で も，そ れ があ る 程度強 くお 新 鶉 台弛 の ア レ

　ル ギ ー反応 が 揶 え ら れ る こ とで あ る・

　　ま 結核菌感作 モ ．妊 。 ト血 清・こ 似 ・て ．掻 赤繭 建

集反応，溶 血反応 を 用 い て 抗体価を 黏定 L た が
，

こ の 圭

体 ZZと Arthus 反 応 霊 よ び 1湘 ・t ・y・t・ mi ・ ・ naph ）
’lacti・

　reactiun 　lこ よ つ て 起 き る　BSA 系　PCA 反．vt：　J
’
　）担ユ曲i！の 考￥

　度 と
・・
）i誌 こ は，こ 兮 宇 験 の 筵 麗 内

『
℃1甥 匿 功 な 剃門 太認

　め ら れな か つ た ，

　以 E の よ ラに ， CP 分画 に よ る Arthus 反 応 お よ び

1・te ・ し 酬 ・ m 三… aphyla ・ti・ re ・・tl。n に よ
“
♪て BSA 系

つ PCA 反 輯 二抑制 ご れ た が ，
　 PCA 反応 ，　 A ・幡 反 応 お

よび 1・亡・ nt ・γ・temlC 　anaphyl ・ Cti ・ ・eaeti ・ n は 同時あ る

い は 這時同 戯 こ 惹 謎 れ 窟 ・る の で ，こ の 榊 1が 減（脱）

感作縹 ：ゴ三の 遮断抗体 に よ る も の とは 考え に くい ・ ま た

BSA 系
’
・・一．．li　 t た ば 匹 徒 こ cP 分直 が 直攤 乍用 じ （航

綜も．準反応を 掬制す る こ と も考象
’
二 くい の で ，こ の 抑制

現 象 は Isaacs （1928） が 記載 して   ・る非特異的脱惑作環

象 に よ る 干渉現象 と考 え ら れ る ・

　 こ 轟 1 渉現象 の 理篇
・説明 ：二つ い て は ，今後 の 孫究 に

ま つ べ き と こ ろ が 多 い が ，ア レ ・レ ギ ー
症状 の 治療法 の 進

歩 に 頁献す る もの と考之 て い る．

　続 を 漿 る に 際 し，ご 校翫 を い た だ い た 東 京 人 字 名 膏 教

Pt ，元 名 古 屋 保 雌 衛 生 大 学衛 生 学 部免疫学教 室 ，進 藤宙

二 教 授，横浜 市 立 大学 医学 高 諏 菌学 教 室 ，田 所一郎 教 授 ，

た ら び に ご 軒 導 　 ご 校 臨 い た
’
三い r二 名 六 呈 衛 十 技待短期

大 学 血 清 学勲室．芳 賀 邦夫教 授 ド 謝意 を 裏 ’ま す ．
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